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平成３０年６月 定例教育委員会  会議録 
  

１．日  時  平成３０年６月２８日（木）  開会 １５時００分   閉会 １６時１９分 

 

２．場  所  福井市役所８階第３委員会室 

 

３．出 席 者  教 育 長         吉川 雄二 

教育長職務代理者     佐藤 藤枝 

教育委員         木村 敦子 

教育委員         春木 伸一 

教育委員         多田 和博 

＜事務局職員＞ 

教育部長         内田 弥昭 

少年対策参事官      北川  登 

教育次長         齊藤 正直 

生涯学習室長       桑原 浩明 

教育総務課長       久々津 久和 

学校教育課長       小林 真由美 

保健給食課長       坂井 小由里 

青少年課長        下山 博幸 

スポーツ課長       西行  裕 

文化財保護課長      天谷 賢一 

図書館長         渡邊 正英 

みどり図書館長      橋詰  豊 

桜木図書館長       道佛 浩二 

調整参事         塩見 伸治 

教育総務課副課長     前川 昌司 

教育総務課課長補佐    工谷 新吾 

教育総務課主幹      吉田 浩一 

 

４．議  題 

  議 案 

第１０号議案 福井市社会教育委員の委嘱について 

第１１号議案 福井市少年愛護センター運営委員会委員の委嘱について 

第１２号議案 福井市少年自然の家運営委員会委員の委嘱について 

第９号報告  専決処分（福井市スポーツ推進審議会委員の委嘱）の承認を求める 

ことについて 

 

報 告 

        （１）６月定例市議会の質疑について 

（２）平成３１年度単独調理校調理等業務委託について 
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（３）福井市青少年問題協議会委員の委嘱について 

（４）平成３０年度中止・縮減事業について 

 

５．議事の経過 

（１）開会、教育長あいさつ 

（２）会議録署名委員の指名   春木 伸一 委員  多田 和博 委員 

（３）議事の要旨 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（生涯学習室長） 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（青少年課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

はじめに、第１０号議案 福井市社会教育委員の委嘱について、事務局から説

明を求める。 

 

福井市社会教育委員の委嘱について、人事異動等に伴い、委員をお願いしてい

る方々にも異動があったことから、福井市社会教育委員に関する条例第２条第２

項の規定により、新たに５名を委員に委嘱するものである。なお、任期は前任者

の残任期間で平成３１年６月３０日までである。 

 

ただ今の説明について、ご意見ご質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

それでは、第１０号議案 福井市社会教育委員の委嘱について、原案のとおり

承認することでご異議ないか。 

 

― 異議なしの声 ― 

 

第１０号議案を原案のとおり承認する。 

 

次に、第１１号議案 福井市少年愛護センター運営委員会委員の委嘱につい

て、事務局から説明を求める。 

 

 福井市少年愛護センター運営委員会委員の委嘱について、６月３０日をもって

任期満了となることから、新たに１５名を委員に委嘱するものである。なお、任

期は平成３０年７月１日から平成３２年６月３０日の２年間である。 

 

ただ今の説明について、ご意見ご質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

それでは、第１１号議案 福井市少年愛護センター運営委員会委員の委嘱につ

いて、原案のとおり承認することでご異議ないか。 
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吉川教育長 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（青少年課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（スポーツ課長） 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

― 異議なしの声 ― 

 

第１１号議案を原案のとおり承認する。 

 

次に、第１２議案 福井市少年自然の家運営協議会委員の委嘱について、事務

局から説明を求める。 

 

福井市少年自然の家運営協議会委員の委嘱について、委員をお願いしている団

体の役員等の変更があったことから、新たに２名を委員に委嘱するものである。

なお、任期は前任者の残任期間で平成３１年６月３０日までである。 

 

ただ今の説明について、ご意見ご質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

それでは、第１２号議案 福井市少年自然の家運営協議会委員の委嘱につい

て、原案のとおり承認することでご異議ないか。 

 

― 異議なしの声 ― 

 

第１２号議案を原案のとおり承認する。 

 

次に、第９号報告 専決処分（福井市スポーツ推進審議会委員の委嘱）の承認

を求めることについて、事務局から説明を求める。 

 

福井市スポーツ推進審議会委員の委嘱について、推薦団体から委員変更の申し

出があったことから、新たに４名を委員に委嘱することを、福井市教育委員会所

管事務委任規則第２条第２項の規定により専決処分したので、その承認を求める

ものである。なお、任期は前任者の残任期間で平成３１年８月３１日までである。 

 

ただ今の説明について、ご意見ご質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

それでは、第９号報告 専決処分（福井市スポーツ推進審議会委員の委嘱）の

承認を求めることについて、報告のとおり承認することでご異議ないか。 

 

― 異議なしの声 ― 

 

第９号報告を報告のとおり承認する。 
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吉川教育長 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

佐藤委員 

 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

 

 

 

次に報告事項に移る。報告（１）６月定例市議会の質疑について、事務局から

説明を求める。 

 

６月定例市議会の会期は、６月４日から６月２６日の２３日間であり、教育委

員会関係で議会に提出した議案は「平成３０年度福井市一般会計補正予算」およ

び「福井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について」の２件である。これらの議案は５月定例教育委員会において

概略をご説明させていただいたもので、６月２６日の議会最終日において原案ど

おり可決された。 

 

― 以下、一般質問および予算特別委員会の質疑の要旨を説明 ― 

 

ただ今の報告について、何か質問等はないか。 

 

総合教育会議でも議論になっている学校規模適正化検討委員会について、現

在、委員を公募しているが、応募条件が若干厳しそうに感じるが応募状況はどう

か。 

 

６月２５日に市ホームページや市政広報に掲載し募集しているが、今のところ

応募数はゼロである。次回の７月定例教育委員会には、委員についてご報告させ

ていただく。 

 

応募の締め切りはいつか。 

 

７月１３日（金）までである。 

 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

 次に、報告（２）平成３１年度単独調理校調理等業務委託について、事務局か

ら説明を求める。 

 

本市ではすべての幼稚園、小学校、中学校において完全給食を提供しているが、

正規調理技師の退職等による減少に伴い、平成２７年度からこれまでに５つの小

学校で調理業務委託を実施している。平成３１年度、３２年度においては２つの

小学校で新規委託、３つの小学校で委託契約の更新を行う予定である。今後のス

ケジュールとして、学校給食運営委員会および市議会への説明の後、本年１２月

頃には委託業者を決定し、来年４月には委託開始の予定である。 
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吉川教育長 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

春木委員 

 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

佐藤委員 

 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（青少年課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

ただ今の報告について、何か質問等はないか。 

 

今後も調理業務委託を増やしていく方針なのか。 

 

 平成２７年度の委託開始の時に、平成３２年度までの予定について検討した

が、今後も正規調理技師の減少が見込まれることから、平成３３年度以降につい

ても検討していきたい。 

 

委託業者を福井県内に限定しているのか、それとも全国公募なのか。また、契

約上の縛りとして地元産の食材を利用するようにしているのか。 

 

 委託業者を福井県内に限定はしていない。食材の調達については、委託の範囲

には含まれず、市内産、県内産、国内産の優先順位で市が購入している。食材の

検収から調理、運搬、洗浄・保管が業務委託の範囲となる。 

 

 今年度から委託を更新した中藤小学校について、前回の委託業者と同じなの

か。 

 

 前回の委託業者と同じである。 

 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

 次に、報告（３）福井市青少年問題協議会委員の委嘱について、事務局から説

明を求める。 

 

 福井市青少年問題協議会委員の委嘱について、平成３０年６月３０日をもって

任期満了となることから、地方青少年問題協議会法の規定に基づき、市長が１２

名の委員を委嘱したのでご報告する。 

 

ただ今の報告について、何か質問等はないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

次に、報告（４）平成３０年度中止・縮減事業について、事務局から説明を求め

る。 

 

 ５月定例教育委員会にてお知らせしたところであるが、厳しい財政状況を踏ま

え、平成３０年度当初予算で予定していた事業の一部を中止または縮減すること
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吉川教育長 

 

春木委員 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

春木委員 

 

 

 

 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

佐藤委員 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

となった。市全体では１５１の事業が中止または縮減となり、そのうち教育委員

会分として１５の事業が対象となった。 

 

― 以下、各所属から中止・縮減事業の概要を説明 ― 

 

ただ今の報告について、何か質問等はないか。 

 

窓ガラス飛散防止事業について、これは地震が念頭にあるのか。 

 

 小学校の体育館は各地区の拠点避難所になっていることから、実施していると

ころである。 

 

 ブロック塀は大阪の地震で亡くなった方もいることから、対策するのは分かる

が、窓ガラス飛散防止事業は縮減の対象から外すべきではなかったのではない

か。 

 また小学校連合体育大会について、今年度は国体もあることから、国体見学等

に切り替えて予算を浮かしてはどうか。 

 

 例年の小学校連合体育大会は５、６年生が参加していたが、今年度は６年生の

みとした上で、大野市で開催予定である。連合体育大会は記録を残すという役割

の他、練習によって子どもの成長が促されるということもあるので、今年度も実

施する。なお予算額は約１千万円である。 

 

 小学校連合体育大会は校長会が主催者なので、なかなか教育委員会から止めな

さいとは言いにくい。 

 

 どの事業を中止や縮減するかは、本来、事業の中身を分かっている課が決めた

ほうが良かったのではないか。財政部が事業の中身や重要性を理解しているのか

なと感じた。 

 

 委員のおっしゃるとおりである。ただ、今回は５億円という金額ありきでスタ

ートしていることもあり、当初はこれよりも厳しい内容が財政部から提示された

が、ヒヤリングを重ねて今の内容になったところである。 

 

 プール開放について、７月３日にＰＴＡ向けの説明会があると思うが、近隣の

学校同士が情報共有できるよう、説明会の進め方について工夫してもらいたい。 

 

 了解した。 
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吉川教育長 

 

 

多田委員 

 

 

事務局 

（スポーツ課長） 

 

 

 

春木委員 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

吉川教育長 

 

 

 例えば、座る席の配置を中学校区ごとにすれば、ちょっとした話し合いも出来

る。 

 

 昨年までは警備会社に委託していたようだが、その業務を今年はＰＴＡや地域

団体がすることになるのか。 

 

 これまで警備会社には管理業務と監視業務をお願いしてきたが、特別なスキル

が無いと監視業務が出来ないわけでもないので、ＰＴＡの方々にご協力いただき

たいと考えている。監視業務につくと、何かあったときには助けに入ってもらう

ことになるが、今度の説明会でもご理解いただけるよう、十分説明していきたい。 

  

 この方法で実施するのは今年度だけなのか。 

 

 来年度以降のやり方についても、お問い合わせがあるが、今年度の状況や皆さ

んのご意見も踏まえた上で、来年度予算要求の時期までには決めていきたい。 

 県内では本市だけが警備会社や市が雇用した監視員を配置し、子どもも含めて

すべての人に解放していた。他の自治体ではＰＴＡの方々が監視を行っており、

我々がお願いしようとしている業務もそれとほぼ同じである。当初は朝夕の見守

り活動ボランティアと同じような扱いを想定していたが、なかなか理解が得られ

ず、市長の判断でこの方法に落ち着いた。 

 

 校庭整備やプール整備については、来年度以降はどうなるのか。 

 

 傷んでいることに変わりはないので、来年度以降、計画的に取り組んでいきた

い。 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

予定していた審議事項は以上であるが、他に何かないか。 

 

 ６月１８日に発生した大阪の地震を受けて、学校のブロック塀について県教委

が調査を行った結果をご報告させていただく。調査の結果、本市では７つの小学

校８箇所で不適合箇所が発見された。 

 

― 以下、資料を基に概要を説明 ― 

 

 塀を押してグラグラしてるような状況なのか。 

 

 



  - 8 -  
 

事務局 

（教育総務課長） 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

 

春木委員 

 

 

吉川教育長 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

事務局 

（文化財保護課長） 

 

 

吉川教育長 

 

 

 

吉川教育長 

 

事務局 

（教育総務課課長補佐） 

 

吉川教育長 

 

 

 そういった箇所は無い。 

 

 

 通学路にはなっているのか。 

 

 通学路には隣接していない。 

 

 

 通学路全体の状況はどうなのか。 

 

 現在、県が独自に調査を行っているところである。民家等のブロック塀につい

て、本市では建築指導課がブロック塀の基準をホームページで公表しているとと

もに、相談窓口も設けている。また、今後は通学路安全推進会議でも交通安全の

みならず、防犯・防災の視点も含めた協議をしていく予定である。 

 

 報道等で大阪の現場を見ると、道路の反対側を通っていれば巻き込まれなかっ

たと思われる。 

 

 現場はグリーンベルトが施してあり、ブロック塀にも絵が書いてあったから、

危機感を感じることなくそこを通ったのだろう。 

 

他に何かないか。 

 

― 特に意見なし ― 

 

 先月の定例教育委員会にて市指定文化財の承認を受けた、青木蘭麝堂のパンフ

レットを配布させていただいた。６月１６日から一般公開を始めたが、４日間で

１１５名の来訪があったとのことである。 

 

他に何かないか。 

 

― 特になし ― 

 

最後に事務局から次回の日程についてお願いする。 

 

次回の定例教育委員会について、７月２６日（木）午後３時００分から、場所

は福井市役所８階第３委員会室にて開催するので、ご出席いただきたい。 

 

以上をもって会議を終了する。 
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平成３０年 ７月２６日 

 

  署名委員  春木 伸一 

 

  署名委員  多田 和博 

      

                   会議録作成職員  吉田 浩一 


